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▲すべての職員の給与引き上げに向け、多くの仲間が日比谷野外音楽堂に集まった
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新入組合員歓迎集会を開催

　

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の

中
央
集
会
の
あ
と
、
人
事
院

前
交
渉
支
援
行
動
と
霞
ヶ
関

一
周
の
デ
モ
行
進
を
行
い
、

「
公
務
員
の
賃
金
を
引
き
上

げ
ろ
」「
長
時
間
労
働
を
是

正
し
ろ
」「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
確
保
し
ろ
」「
非

常
勤
職
員
の
待
遇
を
改
善
し

ろ
」
な
ど
と
力
強
く
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し

た
。

　

そ
の
後
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
再
結
集
し
、
総
括
集

会
で
人
事
院
局
長
交
渉
の
報

告
を
受
け
た
。
森
永
事
務
局

長
は
交
渉
の
概
要
を
報
告
し

た
上
で
「
本
日
の
交
渉
で
、

給
与
局
長
に
対
し
、
月
例
給

の
改
定
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ

れ
の
要
求
に
沿
っ
て
人
事
院

　

府
本
部
は
６
月
１６
日
、
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で

新
入
組
合
員
歓
迎
集
会
を
開

催
。
１０
単
組
４８
人
が
参
加
し

た
。

と
し
て
明
確
に
ス
タ
ン
ス
を

示
す
べ
き
こ
と
を
再
三
に
わ

た
っ
て
追
及
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
の
給
与
改
定
時
の
考
え

方
を
繰
り
返
す
に
と
ど
ま
っ

た
こ
と
は
、
極
め
て
残
念
な

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
社

会
と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た

給
与
制
度
の
整
備
』
に
つ
い

て
も
、
組
合
員
の
期
待
と
不

安
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
今

回
の
見
直
し
に
よ
っ
て
生
ず

る
様
々
な
課
題
に
対
す
る
処

方
箋
を
示
す
よ
う
求
め
た

　

主
催
者
を
代
表
し
て
岡
本

執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を

し
た
後
、
増
永
書
記
長
か
ら

「
自
治
労
と
は
」と
題
し
て
講

演
を
お
こ
な
っ
た
。
労
働
組

が
、
こ
ち
ら
も
今
日
段
階
で

は
明
確
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
給
与

局
長
に
対
し
て
は
、
再
度
の

交
渉
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
わ
れ
わ
れ
が
納
得
で
き

る
前
向
き
な
回
答
を
行
う
こ

と
を
強
く
求
め
て
交
渉
を
終

え
た
。

合
の
必
要
性
や
賃
金
ア
ッ

プ
、
手
当
・
休
暇
、
福
利
厚

生
・
自
主
福
祉
な
ど
、
運
動

に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
成
果

を
説
明
し
、
助
け
合
い
の
精

神
か
ら
繋
が
り
、
団
結
す
る

こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
参
加

者
に
伝
え
た
。

　

続
い
て
自
治
労
共
済
の
島

田
さ
ん
か
ら
「
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
と
じ
ち
ろ
う
共
済
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
保
険
と
共

済
の
違
い
や
保
障
の
備
え

方
、
若
い
う
ち
か
ら
加
入
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の

話
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
た
。

　

交
流
会
で
は
、
青
年
部
が

企
画
し
た
「
絵
描
き
伝
言
ゲ

ー
ム
」
を
行
い
、
テ
ー
ブ
ル

毎
の
５
人
一
チ
ー
ム
で
対

戦
。
５
人
の
う
ち
４
人
が
伝

言
者
と
な
り
絵
を
描
き
、
最

後
の
１
人
が
４
人
目
の
絵
を

見
て
回
答
し
た
。
ス
ク
リ
ー

　

勧
告
に
つ
い
て
は
、
本
日

の
交
渉
を
踏
ま
え
、
公
務
員

連
絡
会
と
し
て
は
、
８
月
５

日
の
週
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

想
定
す
れ
ば
、
勧
告
ま
で
約

２
週
間
と
い
う
最
終
盤
の
正

念
場
を
迎
え
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
上
で
、『
昨
年
を
上

回
る
、全
職
員
、全
級
・
全
号

ン
に
映
さ
れ
た
絵
を
見
て
回

答
し
、
正
解
す
る
と
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

俸
の
引
き
上
げ
勧
告
』
と
い

う
結
果
を
追
及
す
る
こ
と
、

『
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
給
与
制
度
の
整
備
』
に

つ
い
て
は
、
多
岐
に
わ
た
る

項
目
の
中
で
、
個
々
人
に
と

っ
て
の
影
響
を
ト
ー
タ
ル
で

見
た
と
き
に
、
プ
ラ
ス
に
な

る
人
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
人

が
結
果
と
し
て
生
ず
る
こ
と

か
ら
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は

一
定
の
経
過
措
置
等
を
設
け

　

乾
杯
の
発
声
で
佐
野
青
年

部
長
は
「
数
年
前
に
私
も
こ

の
集
会
に
参
加
し
た
が
そ
の

時
の
グ
ル
ー
プ
と
は
今
で
も

交
流
が
あ
る
。
み
な
さ
ん
も

こ
の
機
会
に
仲
間
と
な
っ
て

交
流
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
新
入
組
合
員
は

ゲ
ー
ム
や
食
事
を
通
じ
て
交

流
を
楽
し
ん
で
い
た
。

さ
せ
る
こ
と
を
出
口
に
見
据

え
て
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は

あ
る
が
、
交
渉
協
議
を
継
続

し
て
い
く
。
今
回
の
勧
告
内

容
が
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
理
解
い
た
だ
け
る『
結
果
』

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
最
後
ま

で
取
り
組
む
」
と
再
交
渉
に

向
け
た
決
意
を
訴
え
た
。

　

人
事
院
勧
告
は
、
例
年
と

概
ね
同
様
の
日
程
で
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

先
日
、
東
海
道

新
幹
線
が
事
故
に

よ
り
終
日
運
休
と

な
っ
た
。
線
路
の

保
全
車
同
士
の
衝

突
・
脱
線
が
原
因
▼
そ
の
日

は
、
翌
日
朝
一
番
か
ら
の
東

京
で
の
会
議
に
出
席
す
る
た

め
、
午
後
３
時
の
新
幹
線
で

京
都
か
ら
東
京
に
向
か
う
は

ず
だ
っ
た
。「
午
前
中
に
は

復
旧
す
る
だ
ろ
う
」
と
楽
観

的
に
考
え
て
い
た
ら
、
正
午

ご
ろ
「
本
日
中
は
復
旧
の
め

ど
が
立
た
な
い
」
と
の
一
報

が
▼
取
り
急
ぎ
、
東
海
道
新

幹
線
を
使
わ
ず
に
東
京
へ
向

か
う
方
法
を
調
べ
た
。
在
来

線
や
私
鉄
を
乗
り
継
げ
ば
、

何
と
か
今
日
中
に
東
京
に
は

辿
り
着
け
そ
う
だ
。
ひ
と
ま

ず
京
都
駅
か
ら
米
原
行
き
の

電
車
に
乗
っ
た
▼
色
々
調
べ

て
い
る
と
、
行
き
方
の
選
択

肢
は
２
つ
あ
っ
た
。
①
在
来

線
で
米
原
か
ら
大
垣
方
面
へ

向
か
い
６
回
乗
り
継
い
で
東

京
着
。
②
米
原
か
ら
敦
賀
～

金
沢
経
由
の
北
陸
新
幹
線
で

東
京
着
▼
所
要
時
間
や
移
動

の
質
を
総
合
的
に
考
え
②
の

手
段
を
選
ん
だ
。そ
の
結
果
、

金
沢
駅
で
１
時
間
半
の
待
ち

時
間
が
あ
り
、
新
し
く
な
っ

た
金
沢
駅
を
見
て
回
る
こ
と

が
で
き
た
し
、
は
じ
め
て
北

陸
新
幹
線
に
乗
る
こ
と
も
で

き
た
▼
東
京
に
着
い
た
の
は

午
後
１０
時
前
。
東
海
道
新
幹

線
の
あ
り
が
た
み
を
実
感
し

た
１
日
と
な
っ
た
。�

（
Ｍ
）

　
公
務
員
連
絡
会
は
７
月
２４
日
、
全
国
か
ら
２
０
０
０
人
の
仲
間
を
結
集
し
、
人

勧
期
中
央
行
動
を
実
施
。
京
都
か
ら
は
５
人
が
参
加
し
た
。
１３
時
３０
分
か
ら
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
の
中
央
集
会
、
霞
ヶ
関
を
一
周
す
る
デ
モ
行
進
と
人
事
院
前
で
の

交
渉
支
援
行
動
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
音
楽
堂
に
再
結
集
し
、
人
事
院
交
渉
の
報

告
集
会
を
行
い
、
要
求
実
現
を
求
め
て
最
後
ま
で
た
た
か
い
抜
く
決
意
を
固
め
た
。

２
０
２
４
人
勧
期
闘
争
・
中
央
行
動

具
体
的
回
答
な
く
再
交
渉
へ

仲
間
と
の
交
流
を

仲
間
と
の
交
流
を
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府
本
部
臨
職
評
は
７
月
６

日
、
２
０
２
４
年
度
学
習
会

と
し
て
神
鍋
高
原
へ
の
バ
ス

ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。
梅
雨
の

晴
れ
間
で
好
天
に
恵
ま
れ
、

４
単
組
３７
名
の
参
加
で
京
都

駅
を
出
発
。
今
井
議
長
よ
り

　

府
本
部
女
性
部
は
７
月
７

日
、
京
都
テ
ル
サ
で
第
３４
回

七
夕
交
流
会
を
開
催
。
９
単

組
２３
人
が
参
加
し
た
。

「
勤
勉
手
当
が
支
給
さ
れ
処

遇
も
一
定
改
善
さ
れ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
会
計
年
度
任
用
職

員
を
取
り
巻
く
課
題
は
多

い
。
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
み
を
進
め
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

は
じ
め
に
福
山
哲
郎
参
議

院
議
員
よ
り
国
会
報
告
を
受

け
た
。中
で
も
審
議
中
の「
共

同
親
権
」
導
入
の
民
法
改
正

　

続
い
て
全
労
済
自
治
労
共

済
府
支
部
の
久
米
事
務
局
長

よ
り
、「
じ
ち
ろ
う
共
済
と
は
」

と
題
し
た
講
演
を
聞
い
た
。

共
済
の
成
り
立
ち
か
ら
保
障

の
考
え
方
、
各
種
共
済
の
特

長
や
お
す
す
め
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
ク
イ
ズ
形
式
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
。
中
に
は
配
偶

者
の
親
が
亡
く
な
っ
た
時
に

支
払
わ
れ
る
慶
弔
制
度
を
知

ら
な
か
っ
た
組
合
員
も
お
り
、

単
組
で
の
周
知
徹
底
が
必
要

だ
と
感
じ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　

昼
食
に
は
神
鍋
高
原
に
あ

る
食
事
処
で
郷
土
料
理
を
い

た
だ
き
、
近
く
に
あ
る
八
反

の
滝
で
涼
を
取
っ
た
。
帰
り

の
道
の
駅
で
は
農
産
物
や
但

馬
牛
な
ど
の
買
い
物
や
、
車

中
で
ビ
ン
ゴ
大
会
を
し
て
楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
た
。
他

単
組
の
人
達
と
交
流
し
吸
収

し
あ
う
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
活
動
に
活
か
し
た
い
。

に
つ
い
て
、
当
事
者
の
立
場

を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

Ｄ
Ｖ
や
虐
待
で
単
独
親
権
と

な
っ
て
い
る
場
合
の
課
題
な

ど
様
々
な
懸
念
点
を
訴
え

た
。
普
段
聞
く
機
会
が
な
い

審
議
中
の
話
で
非
常
に
興
味

深
い
内
容
だ
っ
た
。

　

次
に
株
式
会
社
ア
イ
シ
ー

エ
ル
の
本
多
真
理
子
さ
ん
よ

り
「
断
る
！
頼
む
！
謝
る
！

言
い
に
く
い
気
持
ち
を
伝
え

る
『
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』」
と
題
し

た
講
演
を
受
け
た
。
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
、
自
分
も
相
手
も
尊

重
し
な
が
ら
適
切
な
方
法
で

　

府
本
部
公
企
評
は
、
７
月

２８
日
、
自
治
労
水
週
間
の
取

り
組
み
と
し
て
施
設
見
学
学

習
会
を
開
催
。
４
単
組
か
ら

１６
人
が
参
加
し
た
。

　

自
治
労
で
は
８
月
１
日
の

水
の
日
に
あ
わ
せ
て
「
水
週

間
」
と
定
め
、
健
全
な
水
循

環
の
確
立
を
め
ざ
し
て
各
県

で
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
は
、
水
と
生
き
る

企
業
の
自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
を
図
る
活
動
を
学
習
す

自
己
表
現
を
行
う
こ
と
で
、

相
手
と
対
等
な
関
係
で
向
き

合
い
、
率
直
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
た
め
の

手
法
を
学
ん
だ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
は
実
践
し
何
度
も
練
習

す
る
こ
と
で
会
得
で
き
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
仕

事
や
家
族
な
ど
あ
ら
ゆ
る
人

間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

が
で
き
る
こ
と
も
わ
か
り
、

普
段
な
か
な
か
意
識
す
る
こ

と
の
な
い
自
分
の
認
知
行
動

を
客
観
的
に
知
り
、
改
善
の

方
法
を
教
え
て
も
ら
う
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

る
た
め
、
サ
ン
ト
リ
ー
京
都

ビ
ー
ル
工
場
を
見
学
。

　

美
味
し
い
ビ
ー
ル
に
欠
か

せ
な
い
天
然
水
を
育
む
た
め

に
は
森
の
ふ
か
ふ
か
の
土
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
、
１

０
０
年
先
の
未
来
を
見
据
え

た
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
で

家
族
の
参
加
も
あ
り
、
水
の

大
切
さ
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

　

府
本
部
町
村
評
は
７
月
１３

日
、
京
都
テ
ル
サ
で
「
２
０

２
４
学
習
会
」
を
開
催
。
４

単
組
１２
人
が
参
加
し
た
。

　

公
企
評
は
８
月
１
日
の

「
水
の
日
」
に
ち
な
ん
で
「
第

４０
回
水
週
間
」
の
取
り
組
み

を
行
う
。
恒
例
の
塗
り
絵
コ

ン
ク
ー
ル
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
、「
水
の
奏
で
～
忘
れ
が

ち
な
宝
物
」
だ
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
水
環
境
の
保
全

と
健
全
な
水
循
環
の
意
味
を

　

冒
頭
、
河
島
理
絵
議
長
は

「
ス
ト
レ
ス
は
現
代
社
会
か

ら
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
、

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
心
身
に
支

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
多
数

の
応
募
を
お
願
い
し
た
い
。

【
内
容
】
①
子
ど
も
の
部
・

１２
歳
以
下
、
②
大
人
の
部
・

１３
歳
以
上
の
２
種
類
。

【
応
募
方
法
】
第
４０
回
水
週

間
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
原

本
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て

塗
り
絵
を
作
成
。
必
ず
応
募

障
を
き
た
し
て
休
職
し
て
い

る
職
員
も
多
い
。
本
日
は
、

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合

う
方
法
を
学
び
日
頃
の
職
務

に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
慶
愛
学
院

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
武
田

由
利
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、「
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く

付
き
合
う
方
法
」
と
題
し
た

講
演
を
受
け
た
。講
演
で
は
、

人
を
悩
ま
す
ス
ト
レ
ス
の
３

大
要
素
（
仕
事
の
質
・
仕
事

の
量
・
人
間
関
係
）
を
踏
ま

え
、
参
加
者
が
２
人
１
組
と

な
っ
て
、
①
名
前
・
所
属
、

②
心
の
元
気
度
、③
一
言（
今

用
紙
を
添
え
て
府
本
部
ま
で

郵
便
等
で
送
付
を
お
願
い
し

た
い
。

【
締
切
】
２
０
２
４
年
８
月

２３
日
（
金
）
府
本
部
必
着

の
職
場
で
の
気
持
ち
）
を
話

し
合
い
、
そ
の
後
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
職
場
に
お
け
る

ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
と
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
と
の
関
係
等
）
を

行
っ
た
。

　

自
分
の
ス
ト
レ
ス
度
合
い

の
程
度
に
気
づ
く
と
と
も

に
、
物
事
の
捉
え
方
は
一
人

ひ
と
り
違
う
こ
と
や
、
ス
ト

レ
ス
の
増
加
に
伴
う
心
身
状

態
の
変
化
と
仕
事
へ
の
適
応

力
が
低
下
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
た
。
ス
ト
レ

ス
に
対
処
す
る
方
法
と
し

て
、
①
呼
吸
法
、
②
発
散
、

③
認
知
や
思
考
の
変
換
が
有

効
な
方
法
だ
と
学
ん
だ
。

水
週
間
塗
り
絵
募
集
中

https://www.jichiro.gr.jp/mizu/40th/

公企評水週間で施設見学

大切な水を未来へ大切な水を未来へ

言いにくい気持ちを伝えるには言いにくい気持ちを伝えるには

府本部臨職評府本部臨職評 バスツアーで学習会バスツアーで学習会

お
ト
ク
な
じ
ち
ろ
う
共
済
を
学
習

お
ト
ク
な
じ
ち
ろ
う
共
済
を
学
習

府本部府本部
女性部女性部 七夕交流会を開催七夕交流会を開催

ストレスとうまく付き合って

府本部町村評2024学習会
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